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宇宙からの試料を魔法瓶で回収する

鉄鋼材料における析出物の利用－2　　
析出物を捉える
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に、書棚を整理すると、古い文献や読みかけの資料が大量に湧
いてきた。不要なものを処分するのには、このようなタイミン
グを逃してはいけないと、義務感にかられる。当然、ふぇらむ
の束もあり、運ぶか？残すか？迷う。ネットから全巻閲覧で
きることは分かっていても、紙は読みやすい。「新しいものだ
け」と選ぶと、昨年までの電子化で欠品している年があり、方
針決定がより悩ましい。結局、編集に関わらせてもらっている
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

フリッチュジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp http://www.fritsch.co.jp

本　　　社 〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所 〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-12-5 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリツチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド ●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。
特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP

自転 : 公転比率 : 1 : －2．MAX 1,100/2,200rpm
粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）

2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
80ccの3種類。
雰囲気制御容器も多数用意。

4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

ドイツフリツチュ社製遊星型ボールミル

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例



一般社団法人 日本鉄鋼協会
The Iron and Steel Institute of Japan

https://www.isij.or.jp

Vol.24 / No.10/ 2019
（一社）日本鉄鋼協会会報

ISSN  1341-688X

Bulletin of �e Iron and Steel 
Institute of Japan

宇宙からの試料を魔法瓶で回収する

鉄鋼材料における析出物の利用－2　　
析出物を捉える

（JFE スチール（株）　山田克美）

Techno Scope

入門講座

定
価

 本
体

価
格

 2,000円
+

税
ふぇらむ　Vol. 24 (2019)   No. 10　2019年10月 1 日発行

本誌広告取扱　株式会社 明報社 〒104-0061  東京都中央区銀座 7–12–4（友野本社ビル）  Tel. 03–3546–1337（代）  Fax. 03–3546–6306
URL: http://www.meihosha.co.jp　E-mail: info@meihosha.co.jp

http://www.nireco.jp info-process@nireco.co.jp

http://www.meihosha.co.jp



